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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策に一定の効果は見られた

ものの、個人消費・設備投資ともに弱含みで推移し、海外においては、中国経済の減速から輸出が

伸び悩みました。 

また、直近の米国の金融政策につき、今後の利上げの進捗状況や、欧州各国への難民流入、中国

を始めとする新興国経済の更なる減速懸念等、景気の先行きについては依然として不透明な状況が

続いております。 

このような経営環境の下、当社グループは、引き続き受注の獲得、新規販売先の開拓に向けた営

業力の強化や不断のコスト削減に加え、原価低減ならびに販売価格の見直し等、事業全般にわたる

効率化をはかることにより、収益性の向上に取り組んでまいりました。 

しかしながら、特に中国市場の株安、元安に象徴される海外需要の落ち込みが激しく、当第３四

半期連結会計期間に限っては、売上高が伸び悩み、この結果、当第３四半期累計期間の経営成績に

つきましては、売上高は 3,332 百万円（前年同四半期比 27.9％減）、営業損失は 76 百万円（前年

同四半期は営業利益 267 百万円）、経常損失は 125 百万円（前年同四半期は経常利益 228 百万円）、

親会社株主に帰属する四半期純損失は 179 百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純

利益 219 百万円）となりました。 

  なお、セグメント別では、当社グループは、１工場で工作機械の製造を行い、販売するという単

一事業を展開しております。 

  そこで、セグメント別の「工作機械事業」としては、上記のとおりですが、以下「機種別」に市

場動向、販売状況等を補足させていただきます。 

①ラップ盤 

デジタル家電向の設備投資は、海外の新規ＬＴ基板加工用設備、及び国内の半導体部品加工用

設備に需要はあったものの、国内外のＬＥＤ、スマートフォン用サファイア基板加工の新規設備

投資については、顧客が今後の需要動向を慎重に見極めている状況が続いており、売上高は

1,167 百万円（前年同四半期比 56.2％減）となりました。 

②ホブ盤、フライス盤 

ホブ盤は、ロボット関連等の減速機向や、東アジア圏の新規顧客からの受注が好調であり、ま

た、フライス盤につきましても、金属材料加工用設備向が堅調に推移したため、売上高は 1,417

百万円（前年同四半期比 44.4％増）となりました。 

③部品、歯車 

ＨＤＤ・サファイア・半導体関連の顧客への既納生産設備向消耗部品の販売、及び既納設備の

オーバーホール、修理等における需要が抑制された影響により、売上高は 747 百万円（前年同四

半期比 23.3％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

財政状態の分析 

（流動資産） 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は 4,206 百万円で、前連結会計年度末に

比べ 1,692 百万円減少しております。受取手形及び売掛金の売上債権の減少 1,305 百万円、たな

卸資産の減少 150 百万円が主な要因であります。 

  （固定資産） 

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は 3,193 百万円で、前連結会計年度末に

比べ 26 百万円増加しております。有形固定資産の増加 24 百万円が主な要因であります。 

  （流動負債） 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は 4,696 百万円で、前連結会計年度末に

比べ 1,722 百万円減少しております。１年内返済予定の長期借入金の減少 525 百万円、短期借入

金の減少 500 百万円、支払手形及び買掛金の仕入債務の減少 236 百万円が主な要因であります。 

  （固定負債） 

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は 1,082 百万円で、前連結会計年度末に

比べ 243 百万円増加しております。長期借入金の増加 206 百万円が主な要因であります。 

  （純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は 1,621 百万円で、前連結会計年度末に比

べ 186 百万円減少しております。親会社株主に帰属する四半期純損失による利益剰余金の減少

179 百万円が主な要因であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成 27 年 10 月 26 日発表の連結業績予想に変更はありません。 

当連結会計年度（平成 28 年３月期）の業績見通しにつきましては、連結売上高 5,800 百万円、

連結営業利益 160 百万円、連結経常利益 100 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益 80 百万円

を見込んでおります。 

 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のもので

はありません。 

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

 

 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示   

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表

に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会

計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日）等を、第１四半期連結会計期間から適用

し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行って

おります。 

 当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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３．継続企業の前提に関する重要事象等 

当社グループは、第２四半期連結累計期間において、64,378 千円の営業利益を計上いたしました

が、当第３四半期連結累計期間につきましては、売上高の減少から 76,575 千円の営業損失となり

ました。 

販売対象の業種が、ＩＴ、電子電機関連業種を主としていることから、需要の波が大きく、期間

損益に大きな影響を与えております。 

したがって、安定的に営業利益を計上しうる業績基盤の構築は途上にあり、未だ継続企業の前提

に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しているものと認識しております。 

そこで、安定的に利益を計上しうる盤石な営業基盤及び収益基盤の構築に向け、以下の対応策を

従来以上に加速して実施してまいります。 

 

（１）収益性向上のための受注高及び売上高の確保 

①海外市場への営業部員の積極投入、販売代理店との連携強化及び国内外の需要の掘り起こし 

    国内営業部員の海外市場への投入につきましては、着実に成果に結びついており、一層推進

してまいります。 

また、新規海外営業部員の採用も行い、早期戦力化をはかっております。 

新規代理店網の構築も東アジア地区から東南アジア地区へその重点を移し、鋭意展開中であ

ります。 

さらに、前連結会計年度に組成した「機種別拡販チーム」もラップ盤、フライス盤の製品に

おいて、受注実績を上げつつあります。 

②新製品の投入による製品ラインアップの強化 

新製品として富士機械製造株式会社と共同開発中の新型モジュール型ホブ盤につきましては、

当連結会計年度中に最終調整を完了させる予定で準備を進めております。 

また、自動車部品加工向の金属加工用ファイングラインディングマシンにつきましても、顧

客の自動化ニーズに対応した機種を開発し、販売を強化中であります。 

さらに、ＬＴ基板加工用ラップ盤につきましても、積極的に販売展開中であります。 

③テクニカルサービス体制の一層の充実・強化 

    既に構築済の東アジア地区の販売代理店網に加え、東南アジア地区につきましても新規販売

代理店網を開拓中であります。 

同代理店網においては、修理・メンテナンス等のテクニカルサービスの充実も同時に狙い、

開拓を進めております。 

 

（２）財務体質の改善策の着実な実行の継続 

①総経費の削減 

    従来から実施中の営業経費である各種展示会の出展費用につきましても、「費用対効果」を

検証し、効果のあるものに、その出展を絞り込んでおります。 

    また、販売手数料につきましても、案件ごとにチェックし、削減をはかっております。 

さらに、従来から取組中の出張旅費や、工場の製造経費のうち、電力料等の経費削減につき
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ましては、不要不急なものの削減を徹底しております。 

②製品の適正価格の確保のための売価の見直し、製造原価低減のための購入部材の価格の見直

し等については、案件一件ごと、或いは部材一点ごとに常時継続して行っております。 

③モニタリング体制の励行 

    毎月実施のＰＤＣＡ会議を通じ、各部門別の上記施策の進捗を定期的にチェックすると同時

に、施策の見直し、改善につきましても併せて実施しております。 

 

  資金面につきましては、平成 27 年９月に期間１年のシンジケート・ローンを総額 30 億円で、

取引金融機関と締結済であり、十分な運転資金枠を確保していることから、懸念はありません。 

 

  以上のような各施策を鋭意実行し、早期に安定した利益を継続して計上しうる体制の構築に、

従来以上に加速して取り組んでまいります。 

  しかし、現状では、安定的に利益を計上しうる業績基盤の構築は途上にあり、未だ継続企業の

前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。 

  なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する

重要な不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当社グループは、第２四半期連結累計期間において、64,378 千円の営業利益を計上いたしまし

たが、当第３四半期連結累計期間につきましては、売上高の減少から 76,575 千円の営業損失と

なりました。 

販売対象の業種が、ＩＴ、電子電機関連業種を主としていることから、需要の波が大きく、期

間損益に大きな影響を与えております。 

したがって、安定的に営業利益を計上しうる業績基盤の構築は途上にあり、未だ継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しているものと認識しております。 

そこで、安定的に利益を計上しうる盤石な営業基盤及び収益基盤の構築に向け、以下の対応策

を従来以上に加速して実施してまいります。 

 

１．収益性向上のための受注高及び売上高の確保 

（１）海外市場への営業部員の積極投入、販売代理店との連携強化及び国内外の需要の掘り起こ

し 

     国内営業部員の海外市場への投入につきましては、着実に成果に結びついており、一層推

進してまいります。 

また、新規海外営業部員の採用も行い、早期戦力化をはかっております。 

新規代理店網の構築も東アジア地区から東南アジア地区へその重点を移し、鋭意展開中で

あります。 

さらに、前連結会計年度に組成した「機種別拡販チーム」もラップ盤、フライス盤の製品

において、受注実績を上げつつあります。 

（２）新製品の投入による製品ラインアップの強化 

新製品として富士機械製造株式会社と共同開発中の新型モジュール型ホブ盤につきまして

は、当連結会計年度中に最終調整を完了させる予定で準備を進めております。 

また、自動車部品加工向の金属加工用ファイングラインディングマシンにつきましても、

顧客の自動化ニーズに対応した機種を開発し、販売を強化中であります。 

さらに、ＬＴ基板加工用ラップ盤につきましても、積極的に販売展開中であります。 

（３）テクニカルサービス体制の一層の充実・強化 

既に構築済の東アジア地区の販売代理店網に加え、東南アジア地区につきましても新規販

売代理店網を開拓中であります。 

同代理店網においては、修理・メンテナンス等のテクニカルサービスの充実も同時に狙い、

開拓を進めております。 

 

２．財務体質の改善策の着実な実行の継続 

（１）総経費の削減 

従来から実施中の営業経費である各種展示会の出展費用につきましても、「費用対効果」
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を検証し、効果のあるものに、その出展を絞り込んでおります。 

また、販売手数料につきましても、案件ごとにチェックし、削減をはかっております。 

さらに、従来から取組中の出張旅費や、工場の製造経費のうち、電力料等の経費削減につ

きましては、不要不急なものの削減を徹底しております。 

（２）製品の適正価格の確保のための売価の見直し、製造原価低減のための購入部材の価格の見

直し等については、案件一件ごと、或いは部材一点ごとに常時継続して行っております。 

（３）モニタリング体制の励行 

毎月実施のＰＤＣＡ会議を通じ、各部門別の上記施策の進捗を定期的にチェックすると同

時に、施策の見直し、改善につきましても併せて実施しております。 

 

資金面につきましては、平成 27 年９月に期間１年のシンジケート・ローンを総額 30 億円で、

取引金融機関と締結済であり、十分な運転資金枠を確保していることから、懸念はありません。 

 

以上のような各施策を鋭意実行し、早期に安定した利益を継続して計上しうる体制の構築に、

従来以上に加速して取り組んでまいります。 

しかし、現状では、安定的に利益を計上しうる業績基盤の構築は途上にあり、未だ継続企業

の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。 

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

   セグメント情報 

   Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 26 年４月１日 至 平成 26 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当社グループは、単一セグメントのため、記載を省略しております。 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

当社グループは、単一セグメントのため、記載を省略しております。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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   Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当社グループは、単一セグメントのため、記載を省略しております。 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

当社グループは、単一セグメントのため、記載を省略しております。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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